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福
島
・
東
高
久
遺
跡

所
在
地
　
　
　
福
島
県
会
津
若
松
市
神
指
町
大
字
北
四
合
字
東
高
久

調
査
期
間
　
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
四
月
―
九
月

発
掘
機
関
　
　
会
津
若
松
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
石
田
明
夫

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
江
戸
時
代
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

東
高
久
遺
跡
は
、
会
津
盆
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
た
る
会
津
若
松
市
の
北
西
端

に
位
置
し
、
畑
と
水
田
地
帯
に
立
地
す
る
。
遺
跡
の
東
に
は
、
種
子
木
簡
が
出

上
し
た
会
津
郡
衡
関
連
の
遺
跡

で
あ
る
矢
玉
遺
跡

（本
誌
第

一

七
号
）、
会
津
郡
の
郡
行
推
定

地
と
さ
れ
る
郡
山
遺
跡
が
あ
る
。

ま
た
、
西
側
に
は
阿
賀
川
が
流

れ
て
い
る
。
北
二
血
に
は
、
九

世
紀
初
頭
に
造
立
さ
れ
た
国
宝

の
薬
師
三
尊
を
安
置
す
る
勝
常

寺
が
位
置
し
て
い
る
。
本
調
査

(喜多方)



は
、
会
津
若
松
市
の
工
業
団
地
造
成
に
伴

っ
て
実
施
し
た
も
の
で
、
調
査
面
積

は
、
約

一
七
〇
〇
〇
ポ
で
あ
る
。
検
出
遺
構
は
、
弥
生
時
代
の
周
溝
墓
、
土
坑
、

八
世
紀
後
半
か
ら

一
三
世
紀
に
か
け
て
の
集
落
、　
三
ハ
世
紀
か
ら

一
七
世
紀
前

半
ま
で
の
集
落
で
あ
る
。
平
安
時
代
初
期
か
ら
中
頃
ま
で
を
中
心
と
す
る
掘
立

柱
建
物
が
五
〇
棟
以
上
検
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
九
世
紀
中
頃
の
二
間
×
三

間
の
堂
跡
、
猿
投
窯
黒
笹

一
四
号
窯
式
段
階
の
緑
釉
陶
器
椀
が
出
土
し
て
い
る
。

『和
名
抄
』
に
よ
る
と
陸
奥
国
会
津
郡
に

「多
具
郷
」
が
あ
り
、
「多
具
」
が

後
世
に

「高
久
」
と
変
じ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

木
簡
は
、
調
査
区
の
西
端
に
位
置
す
る

一
三
号
井
戸
か
ら
出
土
じ
た
。
同
じ

遺
構
か
ら
は
、
九
世
紀
前
棄
段
階
の
土
師
器
と
須
恵
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
頃
に
廃
棄
さ
れ
た
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
＜
大
麦
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ『叉
や実
∞
ｏ協

頭
部
が
山
形
で
、
横
に
そ
れ
ぞ
れ
キ
ザ
ミ
を
二
本
入
れ
、
下
端
は
細
長
く
成

形
さ
れ
て
い
る
。
頭
部
か
ら
先
端
部
ま
で
の
厚
さ
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

「大
」
は

「太
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
書
か
れ
て
い
る
文
字
に

「麦
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
す
る
と
、
「大

（太
）
麦
」
と
い
う
麦
の
品
種
を
表
す
も
の
か
も
し

れ
な
い
。
頭
部
に
キ
ザ
ミ
が
二
本
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
祭
祀
に
使
用
さ
れ

た
可
能
性
も
あ
る
。
本
木
簡
は
、
当
時
こ
の
遺
跡
周
辺
で
米
の
ほ
か
に
、
麦
も

栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

会
津
若
松
市
教
育
委
員
会

（
一
九
九
八
年
）

『会
津
若
松
市
埋
蔵
文
化
財
分
布
調
査
報
告
書
』

（石
田
明
夫
）




